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議会報告会での意見、執行部の回答は
　昨年の 11 月に開催した第６回議会報告会でいただいた意見のうち、執行部に見解を求めていたもの
への回答がありましたので、その一部をご報告します。
　出された見解は、ホームページにも掲載しています。

問
（
緒
方
会
場
）

　

18
年
経
過
し
た
と
い
う

理
由
で
、
平
成
29
年
度
に

消
防
団
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
４
台
を
三
重
町

に
配
置
す
る
と
聞
い
た
。

　

こ
の
18
年
経
過
と
は
、

法
規
で
決
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。

回
答
（
消
防
本
部
）

　

消
防
団
車
両
の
更
新
は
、

車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
ま
す
。

問
（
千
歳
会
場
）

　

千
歳
の
保
健
セ
ン
タ
ー

を
廃
止
す
る
と
聞
い
た
が
、

保
健
セ
ン
タ
ー
は
重
要
で
、

も
っ
と
有
効
に
活
用
す
べ

き
と
思
う
の
で
納
得
で
き

な
い
。

　

そ
も
そ
も
保
健
師
が
常
駐

し
て
い
な
い
の
が
問
題
で
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
う
。

回
答
（
市
民
生
活
課
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

の
健
康
増
進
や
保
健
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
保
健
予
防
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
合
併
前
に
は
三
重

町
を
除
く
各
町
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
過
疎
・
少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
で
利
用

者
数
の
減
少
が
進
み
、
保
健

事
業
を
効
果
的
・
効
率
的
に

実
施
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
各
種
健
診
や

健
康
教
室
、
健
康
相
談
等
の

事
業
を
整
理
・
統
合
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

市
は
第
２
期
行
政
改
革
集
中

　

耐
用
年
数
や
更
新
時
期

は
、
法
律
で
は
定
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
市
と
し

て
は
車
両
、
ポ
ン
プ
性
能

の
劣
化
や
部
品
供
給
な
ど

を
考
慮
し
た
上
で
、
18
年

以
上
経
過
し
た
車
両
を
更

新
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
18
年

か
ら
20
年
を
経
過
し
た
三

重
町
管
轄
の
車
両
４
台
を

更
新
予
定
で
す
。

　

平
成
30
年
度
以
降
は
犬
飼

町
、
清
川
町
の
ポ
ン
プ
車
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
公

共
施
設
の
見
直
し
等
を
示

し
、
平
成
22
年
度
に
清
川

保
健
セ
ン
タ
ー
、
平
成
25
年

度
に
朝
地
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
、
平
成
26
年
度
に
犬
飼

保
健
セ
ン
タ
ー
と
緒
方
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
、
平
成
27
年

度
に
大
野
保
健
セ
ン
タ
ー
を

廃
止
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
期
行
政
改
革

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
安

全
性
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
支

所
、公
民
館
、保
健
セ
ン
タ
ー

消
防
団
積
載
車
の
更
新
の
基
準
は
？

保
健
師
の
配
置
は
？

更新した新車両

千歳保健センタ−

等
の
機
能
を
統
括
し
た
「
地

域
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
構
想
」
を
示
し
、
千

歳
町
で
は
支
所
と
保
健
セ
ン

タ
ー
を
一
体
的
に
改
修
し
て

地
域
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
設
置
し
、
保

健
セ
ン
タ
ー
は
本
年
３
月
31

日
で
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
る
保
健
事
業

等
は
、
今
後
は
地
域
総
合
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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保
健
師
の
配
置
は
、
平

成
27
年
度
ま
で
は
、
本
庁

市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

に
11
人
、
高
齢
者
福
祉
課

に
１
人
、
各
支
所
に
１
人

ず
つ
、
計
18
人
で
各
種
保

健
事
業
や
介
護
予
防
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
末
に
３
人
の

保
健
師
が
退
職
し
、
平
成

28
年
４
月
１
日
付
け
で
１

人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、

保
健
師
数
は
２
人
減
の
16

人
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
対
策

や
介
護
医
療
連
携
及
び
要

保
護
児
童
や
精
神
障
が
い

者
対
策
な
ど
に
専
任
の
保

健
師
配
置
が
求
め
ら
れ
、

高
齢
者
福
祉
課
は
１
人
か

ら
２
人
に
増
員
、
社
会
福

祉
課
に
は
新
た
に
１
人
が

配
属
と
な
り
、
健
康
づ
く

り
部
門
を
担
当
す
る
保
健

師
数
は
13
人
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
制
の
中

で
、
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ

目
の
な
い
子
育
て
支
援
、

医
療
費
の
削
減
や
健
康
寿

命
延
伸
を
目
的
と
し
た
生

活
習
慣
病
予
防
や
重
症
化

予
防
な
ど
、
全
世
代
を
対

象
と
し
た
健
康
づ
く
り
事

業
を
展
開
し
て
い
く
体
制

を
つ
く
る
た
め
保
健
師
を

本
庁
に
集
約
し
、
現
在
は
、

健
康
推
進
室
保
健
師
13
人

で
従
来
ど
お
り
各
町
を
担

当
し
、
住
民
の
健
康
生
活

の
向
上
を
目
指
し
た
保
健

事
業
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

近
年
で
は
、
多
様
化
、

高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

へ
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
関
係
各
課
、
支
所
職

員
と
協
働
で
相
談
対
応
等

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
総
合
相
談
窓

口
）、
保
育
所
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

市
民
の
健
康
課
題
の
把
握

に
努
め
、
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。

問
（
大
野
会
場
）

　

過
疎
高
齢
化
が
進
む
と
、

生
命
の
危
機
を
感
じ
る
よ

う
に
な
る
。
特
に
南
海
ト

ラ
フ
等
の
地
震
が
い
つ
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い

中
、
防
災
計
画
が
市
民
に

浸
透
し
て
い
な
い
気
が
す

る
の
で
、
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
行
政
主
導

で
避
難
訓
練
を
し
て
は
ど

う
か
。

　

ま
た
、
非
常
備
消
防
の

再
編
を
か
な
り
行
う
と
聞

い
た
。
常
備
消
防
も
あ
る

が
、
高
齢
化
が
進
む
と
、

消
防
団
員
確
保
も
難
し
い

と
思
う
。

　

常
備
消
防
と
非
常
備
消

防
の
関
係
を
今
後
真
剣
に

考
え
て
ほ
し
い
。

　

そ
れ
と
自
主
防
災
組
織

の
数
を
増
や
し
て
い
く
よ

う
行
政
か
ら
市
民
へ
訴
え

て
も
ら
い
た
い
。

回
答
（
総
務
課
）

　

本
市
に
お
け
る
自
主
防

災
組
織
数
は
、
平
成
29
年

４
月
現
在
で
１
６
１
組
織
、

組
織
率
は
74
％
で
す
。

　

平
成
28
年
度
中
に
避
難

訓
練
や
防
災
啓
発
活
動
を

実
施
し
た
自
主
防
災
組
織

や
自
治
会
は
37
組
織
あ
り
、

防
災
資
機
材
の
購
入
は
６

組
織
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
、
防
災
士
は

３
９
６
人
が
登
録
、
訓
練

や
防
災
講
和
の
開
催
な
ど
、

自
主
防
災
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

も
あ
り
ま
す
。

　

市
民
が
南
海
ト
ラ
フ
大

震
災
を
意
識
し
て
、
生
命

を
守
る
知
識
と
行
動
を
習

得
す
る
に
は
、
自
主
防
災

組
織
と
そ
の
地
域
の
防
災

士
と
が
一
体
と
な
っ
て
啓

発
を
図
る
こ
と
が
効
果
的

で
あ
り
、
早
道
で
も
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

市
は
自
治
委
員
を
通
じ

て
、
自
主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
な
い
地
域
に

は
、
ま
ず
組
織
の
結
成
を
、

組
織
の
あ
る
地
域
に
は
避

難
訓
練
や
応
急
手
当
等
の

講
習
会
の
開
催
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
か
ら
市

や
市
消
防
本
部
へ
訓
練
要

請
等
が
あ
れ
ば
、
今
後
も

防
災
対
策
は
？

引
き
続
き
活
動
支
援
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
組
織
や

自
治
会
の
役
員
の
皆
さ
ま

は
、
ま
ず
は
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

　

平
成
30
年
度
は
、
大
分

県
の
防
災
訓
練
が
豊
後
大

野
市
と
竹
田
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
市
民
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に

も
、
こ
の
訓
練
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

回
答
（
消
防
本
部
）

　

各
種
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
円
滑
な
活
動
を
行

う
上
で
も
、
消
防
団
と
消

防
署
の
緊
密
な
関
係
は
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

特
に
、
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
消

防
署
の
限
ら
れ
た
消
防
力

で
全
て
の
事
案
に
対
応
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

消
防
団
と
連
携
し
た
活
動

で
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

今
回
の
消
防
団
の
組
織

再
編
は
、
今
後
人
口
が
減

少
し
て
い
く
中
に
あ
っ
て

も
団
員
確
保
が
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
団
員
の
参
集

基
準
や
行
動
基
準
、
連
絡

体
制
の
明
確
化
を
図
る
た

め
、
消
防
団
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
常
備
消

防
と
の
連
携
も
う
た
っ
て

い
ま
す
。

　

消
防
本
部
も
、
出
動
体

制
や
関
係
機
関
と
の
連
絡

体
制
の
見
直
し
を
行
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。




